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１．概要（Summary） 

CNT ナノプローブとは、先端に CNT（カーボンナノチ

ューブ）を付着させた探針であり、CNT を付着させること

により、通常の探針よりもさらに細い先端半径を実現でき、

AFM などの高性能探針としての用途が期待される。探針

の先端に CNT を付着させる手法はいくつかあるが、当課

題では、先端に触媒金属を付着させ、その後に CVD 法

によりその触媒金属から CNT を成長させるという手法を

採用している。当手法で製造された CNT ナノプローブは、

CNT と探針先端間が触媒金属により結合されることから、

非常に高い導電性をもつため、電気伝導度も測定できる

探針への応用などが期待される。 
２．実験（Experimental） 

CNT ナノプローブの製造は、１．触媒金属の探針先端

への付着、２．CVD 法による CNT の成長 の２つの工程

から成る。以下にそれぞれの実験について記述する。 
１．触媒金属の探針先端への付着 
微小電解メッキ装置を用いて、探針先端への触媒金属

のメッキを行った。メッキした探針は SEM （S-4700 
Hitachi）で観察し、触媒金属が適切に付着していること

を確認した。 
２．CVD 法による CNT の成長 
アルコール CVD 装置を使用して、熱 CVD を行い、探

針に付着した触媒金属から CNT を成長させた。その後

SEM にて CNT の成長を観察した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

熱 CVD の結果の SEM 像を以下に示す。 
プラズマ CVD とは異なり、熱 CVD では CNT の配向

性が制御できず、ランダムに成長していた。 
プローブとして使用する場合は CNT の配向性制御が

必要であり、これをどのように制御するかは、今後の課題

である。 
 

 
 

 
Fig.1 CNT grown on the apex of AFM cantilever. 
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